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２．教育研究組織 

中期目標 
【目標１】理念・目的を踏まえ、且つ社会的要請に対応した大学の学部・学科・研究科・専攻および附置研究所・ 

センター等の教育研究組織を適切に編成する。 

（１）大学評価委員会 
中期計画【計画１】（目標１に対応する計画） 達成度評価指標【指標１】 
[1-1] 各「自己評価実施部会」にて、毎年度の事業計画立案と実
績報告を行う。 

[1-2] 「学園政策会議」にて、本学の総合的政策及び戦略にかか
わる基本問題の審議を行う。 

[1-1] 事業計画立案と実績報告、自己点検・評価年次報告書
の作成 

[1-2] 審議記録（注：問題の設定にも依存する。） 

2015
年度 

年次計画内容 計画実施状況 指標に基づく中期目標の達成状況 
[1-1] 各教育研究組織において、事業計
画立案と事業実績報告を介して、根拠
に基づく自己点検・評価を行い不断に
検証する。 

新たに「達成度評価指標」を導入し、
根拠に基づく自己点検・評価を整備し
た。指標の有効性については次年度に
検証を行う。 
自己点検•評価の PDCA サイクルを

構築するために新たな事業計画の書式
を作成し、達成度評価指標に基づく事
業計画の達成状況を確認できるように
した。このことに基づき今後、研究教
育組織の適切な編成を図る。 

各教育研究組織の実績報告が適切
に行われているか、且つ理念・目的
に沿った成果との関連性について注
視していく。 
事業計画立案•実績報告のための

新書式を作成した。年次報告書につ
いては今年度の実績報告をもとに作
成する。 

[1-2] 学部・学科の検証と新たな可能性
を有する教育研究組織の整備につい
て、引き続き学園政策会議で検討を行
い、結論を導く。 

学園政策会議から提示された大学再
編案について、各機関で議論が交わさ
れ、最終的に理事会の合意を得た。再
編案のひとつである人文学部の再編に
ついては、設置準備委員会が立ち上が
り、具体的な検討に入っている。 
優先事項として人文学部再編の検討

が進んでいるが、そのほかの提案事項
を今後詰めていく必要がある。 

人文学部の再編案の方向性が審議
•決定された。

2016
年度 

年次計画内容 
[1-1] 各教育研究組織において、事業計画立案と事業実績報告を介して、根拠に基づく自己点検・評価を行い不断に検
証する。 
[1-2] 学園政策会議から提示された大学再編案の提案事項のうち、人文学部再編以外の議論を展開する。 


